
Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

4,400,0001
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

日之影町観光交流協会補助事業 日之影町 4,400,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額 備 考

総事業費
4,500,000



Ⅱ．事業評価個表

無

　  　      
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

計

（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。
（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
（６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 無
　（備考）（１）事業ごとに作成すること。 

（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

協会職員の人件費の補助 補助金 日之影町観光交流協会 4,500,000

交付金事業の成果目標

自然や特色ある景観を大切に保全・活用するとともに、自然と共生するまちづくりを進めながら、交流
人口の増加と地域活性化に向け、多様化・高度化するニーズに即した多面的な取組を一体的に推進し、
観光・交流機能の拡充を行い、もって地域住民の福祉の向上を図ることを目標とします。

交付金事業の成果指標
平成27年度に294,431人であった観光客数を、平成29年度に326,000人にすることを目標とします。

交付金事業の成果及び評価

平成29年度の観光客数は、目標の326,000人に対し323,440人（△2,560人）で、達成率99%でした。当町
の主要観光施設である「日之影温泉駅」が、重油ボイラー交換のため、10日間休業したことが達成でき
なかった主な要因と考えられます。今後は、森林セラピーや登山、ボルダリングといった自然体験活動
等の施設や受入体制の整備を行い、交流人口の増加を図ります。

交付金事業の概要
地域が主体となった観光産業の育成など地域活性化に取り組む日之影観光交流協会事業を補助します。
（事業量）
平成29年４月から平成30年３月までの、日之影観光交流協会における協会職員２名の人件費

総事業費 4,500,000
交付金充当額 4,400,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 4,400,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日之影町
交付金事業実施場所 日之影町岩井川

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

日之影町観光交流協会補助事業



（７）成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称及び
構成員等を記載


